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 米国、イラン、イスラエル、中国などの政治、経済、宗教に関する研究の第一人者 12 名

が、複雑に絡み合う構造の実像に迫る論考を寄せ、それらを、同志社大学の三牧聖子教授

が編集した形で、『「アメリカの戦争」と世界危機―イラン侵攻は何をもたらすのか』を出

版している。ロシアはウクライナを侵攻し、イスラエルはガザを攻撃、ヨルダン川西岸で

暴力的に占領地を広げ、米国はベネゼエラに侵攻し、イランを猛爆した。世界は「力が正

義」と言わんばかりで、戦禍は広がるばかりである。本書は米国のイラン戦争に焦点を当

てている。世界中がトランプ大統領を恐れ、忖度しているような時、三牧氏のトランプ氏

への衣着せぬ批判は小気味がいい。その中で、ベストセラーになった『福音派』を著した

立教大学の加藤喜之教授の「トランプの論理―神の名をめぐる闘争」に、トランプ氏と側

近たちのキリスト教との関りに衝撃を受けたので紹介したい。 

 トランプ氏はホワイトハウスに「信仰局」を設置し、上級顧問に福音派の指導者ポーラ・

ホワイト氏を任命した。彼女は大統領を見つめ、「大統領閣下、あなたほど大きな代償を払

った人はいません」と言った。代償とは、トランプ氏が銃で撃たれ耳をけがした暗殺未遂

を指す。「あなたは裏切られ、逮捕され、虚偽の告発を受けました、私たちの主であり救い

主であるイエスが示したものと重なる、よく知られたパターンです。しかし、主にとって

それが終わりではなかったように、あなたにとっても終わりではありませんでした。…三

日目に主は復活し、悪に打ち勝ち、死と地獄と墓を征服されました。主が復活されたから

こそ、私たちもまた立ち上がることができると知っています。そして閣下、主の復活によ

って、あなたもまた立ち上がったのです。主が勝利されたからこそ、あなたも勝利したの

です」と、トランプ氏が受けた諸々の疑惑、暗殺未遂の苦しみは主イエスの苦難と重なり、

主が復活され勝利したように、大統領も立ち上がり勝利したと語っている。日本には「茶

坊主」という言葉があるが、この媚びへつらいには驚いてしまう。ヴァンス副大統領も、

アメリカの国家としてのアイデンティティがキリスト教信仰にあると明言し、副大統領の

役割は「キリスト教に根ざした道徳的な真理を世界で起きている複雑な事象に適応」する

ことであると述べ、政治権力の中に、キリスト教を取り込み、神の名において正当化し、

政策（戦争）を推し進める「キリスト教国家」にすると言っている。米国は「信教の自由」

「政教分離」を国是として建国してきた。政権が政教分離の憲法の精神を逸脱していると

いう疑義に対し、トランプ氏は「分離が良いものであるか、悪いものであるか、私には分

からない」と、政教分離の政治的意味を全く理解していない返答をしている。 

 ローマ教皇レオ 14 世は復活祭の説教で、「キリストが復活されたその力は、まったく非

暴力的な力です…武器を持つ人は、それを置いてください。戦争を起こす力を持つ人は、

平和を選んでください。力で追求する平和ではなく、対話による平和を」と語っている。

デューク大学の神学者スタンリー・ハワーワス氏は、星条旗や戦死者崇拝、「神よ、アメリ

カを祝福したまえ!」といった象徴や言説が、宗教的な聖性を帯び、国家そのものが信仰の

対象に変質する危険があると批判し、イエスの教えの核心は敵を愛することにあり、イエ

スの物語によって形成された共同体の徳こそが、非暴力であると主張している。彼は「キ

リスト教国家」という発想は、キリスト教がローマ帝国と結びつく（ミラノ勅令）中で形

成された産物で、本来のキリスト教から逸脱しているという立場に立っている。 

 宗教が政治に取り込まれたら、政治は宗教的権威をもって支配し、自らを正当化し、政

策を強行する。そして、宗教も基本的な人間尊重の教えを見失い、本来の宗教的生命を枯

渇させる。権力に媚びず、主イエスの現した「愛」の福音に立ち続けることである。 


